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使った水のゆくえ
2 健

けん

康
こう

なくらしをささえる

じょう化センターのしくみや，使った水のゆくえがわかる。（ 1 ）
奈良県の下水しょりやよごれた水を流さないためのくふうについて考えることができる。（ 2 ）4年3 奈良 うら めあて

  よごれた水
みず

のしょりについて，考
かんが

えましょう。
   各１０点〔５０〕

（1） じょう化
か

センターがつくられたわけとして，
正
ただ

しいもの２つに をつけましょう。

（2） じょう化
か

センターのやくわりについて，（　）
にあう言

こと

葉
ば

を書
か

きましょう。

　  よごれた水
みず

を（ ）にしている。

（3） ｛　｝の中
なか

のあう言
こと

葉
ば

を， でかこみましょう。

（4） よごれた水
みず

を流
なが

さないために，あなたにでき
ることを，考

かんが

えて書
か

きましょう。

2  使
つか

った水
みず

のゆくえについて，答
こた

えましょう。
   各１０点〔５０〕

（1） 次
つぎ

の説
せつ

明
めい

としてあう場
ば

所
しょ

を，上
うえ

の図
ず

の ～
から選

えら

んで， に番
ばん

号
ごう

を書
か

きましょう。
　　 しずかに水

みず

を流
なが

して，水
みず

とどろやご 
みを分

わ

ける。
　　 空

くう

気
き

をふきこんで水
みず

をかき回
まわ

し，砂
すな

 
を底

そこ

にしずめる。

（2） 奈
な

良
ら

県
けん

のじょう化
か

センターについて，（　）に
あう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。

　  じょう化
か

センターでは，使
つか

った水
みず

をしょりし

て（ ）してから川
かわ

に流
なが

している。

　  じょう化
か

センターの生
せい

物
ぶつ

反
はん

応
のう

そうでは，下
げ

水
すい

のよごれを食
た

べる（ ）のはたらき

を利
り

用
よう

している。
　

（3） 資
し

料
りょう

からわかること1つに， をつけましょう。

（ ） のうしゅくそうでは，どろをだっ水
すい

して水
すい

分
ぶん

を取
と

っている。
（ ） じょう化

か

センターから出
で

るどろは，しょう
きゃくせつびでもやしている。

（ ） しょりしたどろは，すべてうめ立
た

てている。

1

1
3

 

 

魚
さかな

あたたかく 微
び

生
せい

物
ぶつ

消
しょう

どく

大
おお

雨
あめ

のときに大
や ま と

和川
がわ

がはんらんしないよ
うに，水

みず

をためておくためなんだよ。

奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

の人
じん

口
こう

がふえて，飲
の

み水
みず

が足
た

り
なくなってきたからだね。

家
か

庭
てい

や工
こう

場
じょう

で使
つか

った水
みず

を，そのまま川
かわ

へ
流
なが

していたからなんだね。

奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

を流
なが

れる大
や ま と

和川
がわ

が，全
ぜん

国
こく

でもよ
ごれのひどい川

かわ

になったからなんだね。

表
現
力

県
けん

は奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

にじょう化
か

センターをつくっ 

て，計
けい

画
かく

的
てき

に

を広
ひろ

めてきました。

下
げ

水
すい

道
どう

森
しん

林
りん

地
ち

下
か

水
すい｛ ｝

終わったら見なおしましょう。

選 

択

●しょうきゃくせつび

お水
ポンプ

●のうしゅくそう

消化ガス
どろしょう か

よごれた水
みず

すい

自
然
流
下

地
下
18
m

●消化タンク
しょう か

●だっ水せつび
すい

●生物反応そう
せい ぶつ はん のう

●最終ちんでん池
さい しゅう ち

●最初ちんでん池
さい しょ ち●ばっきちんさ池

ち

●ちんさ池
ち

●塩素こんわ池
えん そ ち

し
ぜ
ん
り
ゅ
う

か

ち
か

水のよごれを取りのぞくしくみ（じょう化センターのしくみ）
みず と か

じょう化
か
センター

きれいになった水
みず
が出

で
るところ

ボルティセラ

トコフィリア

よごれを食
た

べる微
び

生
せい

物
ぶつ
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奈
な

良
ら

県の地
じ

震
しん

災
さい

害
がい

3 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

から人々を守る

資料から，地震災害について読み取る。（ 1 ）
地震に対するそなえについて考えることができる。（ 2 ）4年4 奈良 めあて

  地
じ

震
しん

災
さい

害
がい

について，答
こた

えましょう。 各１０点〔５０〕

（1） 紀
き

伊
い

半
はん

島
とう

南
なん

東
とう

沖
おき

地
じ

震
しん

は，何
なん

年
ねん

におきましたか。

 （ 年
ねん）

（2） 次
つぎ

の文
ぶん

の（　）にあう言
こと

葉
ば

を， から選
えら

んで
書

か

きましょう。　

　  地
じ

震
しん

がおきたら，緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

や地
じ

震
しん

に関
かん

す

る（ ）を少
すこ

しでも早
はや

く集
あつ

める。

　  地
じ

震
しん

で大
おお

きなひ害
がい

がおきると，国
くに

からは

　　 （ ）が出
しゅつ

動
どう

したり，他
た

の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の

警
けい

察
さつ

官
かん

が（ ）のおうえんに行
い

ったり

する。
　

（3） 地
じ

震
しん

がおきたときの地
ち

いきの体
たい

制
せい

について，
｛　｝の中

なか

のあう言
こと

葉
ば

を でかこみましょう。
　　 地

じ

震
しん

がおきると，広
こう

いきで

　　 競
きょう

争
そう

協
きょう

力
りょく

交
こう

代
たい｛ ｝する体

たい

制
せい

になって

いる。

1

救
きゅう

助
じょ

自
じ

治
ち

会
かい

情
じょう

報
ほう

訓
くん

練
れん

自
じ

衛
えい

隊
たい

  地
じ

震
しん

に対
たい

する取
と

り組
く

みについて，考
かんが

えましょう。
   各１０点〔５０〕

（1） 次
つぎ

のことは，上
うえ

の ～ のどの資
し

料
りょう

を見
み

て
話
はな

していますか。 に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 地
じ

震
しん

にそなえた取
と

り組
く

みについて，（　）にあ
う言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。

　 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

がおきやすい場
ば

所
しょ

は，

　　（ ）で知
し

らせておく。

　 自
じ

治
ち

会
かい

では，できるだけひんぱんに防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

　　や（ ）訓くん

練
れん

をおこなっている。

　

（3） 地
じ

震
しん

にそなえて，あなたにできることを考
かんが

え
て書

か

きましょう。

2

ア エ

利
り

用
よう

計
けい

画
かく

ひなん ハザードマップ

奈
な

良
ら

県
け ん

がひ害
が い

を受
う

けたおもな地
じ

震
し ん

地
じ
震
しん
による落

らく
石
せき
（2004年

ねん
，宇

う
陀
だ
市
し
）

熊
くま
本
もと
地
じ
震
しん
で活

かつ
動
どう
する奈

な
良
ら
県
けん
の警

けい
察
さつ
官
かん
た

ち（熊
くま
本
もと
県
けん
）

自
じ
衛
えい
隊
たい
によるがれきのてっきょ作

さ
業
ぎょう
（北

ほっ

海
かい
道
どう
）

ひなん場所を
かくにんしておく。

ば しょ

ガラス面に
テープをはる。

めん

ア

ウ

イ

エ

防
ぼう
災
さい
倉
そう
庫
こ

ひなん所
じょ
運
うん
営
えい
訓
くん
練
れん

表
現
力

救
きゅう

えん物
ぶっ

資
し

を保
ほ

管
かん

する，みんなの命
いのち

を守
まも

るためのたいせつなしせつなんだね。

奈
な

良
ら

県
けん

庁
ちょう

では，災
さい

害
がい

時
じ

のひ害
がい

をへらすため
の対

たい

さくをのせた冊
さっ

子
し

を作
さく

成
せい

しているよ。

奈
な

良
ら

県
けん

が作
さく

成
せい

している冊
さっ

子
し

自
じ

分
ぶん

たちにできること

発
はっ

生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

地
じ

震
しん

名
めい

強
つよ

さ（M
マグニチュード

）

1944年
ねん

12月
がつ

７日
か

（昭
しょう

和
わ

19） 「東
とう

南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

」 7.9

1946年
ねん

12月
がつ

21日
にち

「南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

」 8.0

1952年
ねん

７月
がつ

18日
にち

「吉
よし

野
の

地
じ

震
しん

」 6.7

1995年
ねん

1月
がつ

17日
にち

（平
へい

成
せい

７）
「兵

ひょう

庫
ご

県
けん

南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

（阪
はん

神
しん

淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

）」 7.3

2004年
ねん

９月
がつ

５日
か

「紀
き

伊
い

半
はん

島
とう

南
なん

東
とう

沖
おき

地
じ

震
しん

」 7.4

選 

択

終わったら見なおしましょう。
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紀
き

伊
い

半
はん

島
とう

大
だい

水
すい

害
がい

3 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

から人々を守る

資料から，土砂災害や水害について読み取る。（ 1 ）　 災害から人々のくらしを守るしくみがわかる。（ 2 ）
災害からの復旧や災害に対するそなえについて考えることができる。（ 3 ）4年4 奈良 めあて

  紀
き

伊
い

半
はん

島
とう

大
だい

水
すい

害
がい

について，正
ただ

しいもの２つに
をつけましょう。 各１０点〔2０〕

（ ） 建たて

物
もの

や道
どう

路
ろ

に大
おお

きなひ害
がい

はなかった。

（ ） 土ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

は，県
けん

南
なん

部
ぶ

を中
ちゅう

心
しん

におきた。

（ ） そうさく活
かつ

動
どう

は，住
じゅう

民
みん

だけでおこなった。

（ ） 災さい

害
がい

は，2011年
ねん

9月
がつ

に紀
き

伊
い

半
はん

島
とう

でおきた。

  災
さい

害
がい

から人
ひと

々
びと

を守
まも

るしくみについて，(　)に
あう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。 各１０点〔3０〕

　  災
さい

害
がい

がおきたら，県
けん

は各
かく

市
し

町
ちょう

村
そん

や警
けい

察
さつ

，消
しょう

防
ぼう

などの関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と（ ）をとる。

　  災
さい

害
がい

のきぼが大
おお

きくなると，県
けん

内
ない

の市
し

町
ちょう

村
そん

や

他
た

府
ふ

県
けん

，（ ）にようせいして

　　（ ）に来
き

てもらう。

　

1

2

救
きゅう

えん 学
がっ

校
こう

連
れん

らく 訓
くん

練
れん

自
じ

衛
えい

隊
たい

  災
さい

害
がい

に対
たい

する取
と

り組
く

みについて，考
かんが

えましょう。
   各１０点〔５０〕

（1） 次
つぎ

のことは，上
うえ

の ～ のどの資
し

料
りょう

を見
み

て
話
はな

していますか。 に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 災
さい

害
がい

にそなえた取
と

り組
く

みについて，（　）にあ
う言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。

　 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

がおきやすい場
ば

所
しょ

は，

　　（ ）で知
し

らせておく。

　 災
さい

害
がい

の種
しゅ

類
るい

にあわせて，どこに

　　（ ）するのかをたしかめておく。

　

（3） 災
さい

害
がい

にそなえて，あなたにできることを考
かんが

え
て書

か

きましょう。

3

ア ウ

利
り

用
よう

計
けい

画
かく

ひなん 発
はっ

行
こう

ハザードマップ

和歌山県
わ か やまけん

上北山村
かみきたやまむら

しもきたやまむら

下北山村

野迫川村

川上村
かわかみむら

天川村
てんかわむら

ご じょう し

五條市

み

え

三  
重  

県け
ん

和
歌
山
県

わ

か
や
ま
け
ん

十津川村
と つ かわむら

の せ がわむら

県
け ん

内
な い

のひ害
が い

大
だ い

きぼな土
ど

砂
し ゃ

災
さ い

害
が い

がおきたところ

2011（平
へい
成
せい
23）年

ねん
9月

がつ
におきた紀

き
伊
い
半
はん

島
とう
大
だい
水
すい
害
がい
のようす（十

と
津
つ
川
かわ
村
むら
）

ア

表
現
力

支
し

えん物
ぶっ

資
し

をとどけるために，まず道
どう

路
ろ

の復
ふっ

旧
きゅう

がおこなわれたよ。

奈
な

良
ら

県
けん

庁
ちょう

では，災
さい

害
がい

時
じ

のひ害
がい

をへらすため
の対

たい

さくをのせた冊
さっ

子
し

を作
さく

成
せい

しているよ。

警
けい
察
さつ
によるそうさく活

かつ
動
どう

災
　害
　発
　生

さ
い

が
い

は
っ

せ
い

各市町村

他府県
た ふ けん

自衛隊
かく し ちょうそん

警察（110番）
けいさつ ばん

消防（119番）
しょうぼう ばん

じ えいたい

県　庁
けん ちょう

災害がおきたときの県庁を中心としたはたらき
さい がい けん ちょう ちゅう しん

ひなん場所を
かくにん
しておく。

ば しょ

ガラス面に
テープを
はる。

めん

水はけのよくない場所を
そうじする。

ば しょみず

イ ウ奈
な

良
ら

県
けん

が作
さく

成
せい

している冊
さっ

子
し

災
さい

害
がい

からの復
ふっ

旧
きゅう

（十
と

津
つ

川
かわ

村
むら

）

自
じ

分
ぶん

たちにできること

選 

択

終わったら見なおしましょう。

　▲国
こく
道
どう
168号

ごう
折
おり
立
たち
橋
ばし
のひ害

がい
　▲国

こく
道
どう
168号

ごう
折
おり
立
たち
橋
ばし
の復

ふっ
旧
きゅう

なくなった人
ひと
� 14人

にん

ゆくえ不
ふ
明
めい
の人
ひと
� 10人

にん

住
じゅう
たく全

ぜん
かい� 40戸

こ

住
じゅう
たく半

はん
かい� 71戸

こ

床
ゆか
上
うえ
しん水

すい
� 13戸

こ

床
ゆか
下
した
しん水

すい
� 37戸

こ

ひなんした人
ひと
� 938人

にん

� （2012年
ねん
8月
がつ
現
げん
在
ざい
）


